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東日本大震災被災地の図書館を歩いて
飯澤　文夫*
東日本大震災の被災地を初めて訪ねたのは、震災から 4カ月余が経過し
た 2011年 7月末のことであった。それ以後も、年に 1、2度のペースでし
かなかったが、思い立っては歩き、その様子を「地方史情報」（岩田書院）
などに書き留めてきた。今、それらを引きながら、図書館に関わる事柄に
ついて、当時の率直な感懐を甦えらせてみたいと思う。
2011年 4月―saveMLAK「緊急討議　東日本大震災　被災
支援とMLAK―いまわたしたちにできることは」
saveMLAK1の存在と緊急討議（4月 23日）のことは、それより少し前に
開かれた「図書館サポートフォーラム」で、緊急討議の司会もされた水谷
長志氏（東京国立近代美術館情報資料室長）から伺った。
会場となった学習院大学（目白）の大教室は 400名近い参加者で立錐の
余地もなかった。その中に、仙台からバスで駆けつけた旧知の米澤誠さん（東
* いいざわ・ふみお／元明治大学　学術・社会連携部長、研究推進部長／大学史資料センター
研究調査員
1 MLAK（Museum:博物館 •美術館、Library:図書館、Archive:文書館、Kominkan:公民館）
詳しくは本特集の白井哲哉氏の論考及び、http://savemlak.jp/をみていただきたい。
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北大学附属図書館事務部長）の元気な顔があり安心した。本特集に執筆い
ただいた白井哲哉さん（筑波大学教授）も、茨城史料ネットの中心メンバー
として討議の運営に携わっていた。
MALK夫々の状況と、文化庁から「東北地方太平洋沖地震被災文化財等
救援事業（文化財レスキュー事業）」の報告があった。6名の学芸員のうち
5名が犠牲になった博物館があるとのことには胸が締め付けられた。レス
キュー事業は文化財指定の有無や絵画、典籍、古文書、考古資料などの種
別を問わず応急の保全措置を施すために立ち上げたものだが、損壊建物の
撤去等が進んでおり、時間との闘いであるとのことであった。その一環で、
4月末から石巻文化センター（以下、文化センター）に取り掛かると聞き緊
張した。
文化センターと明治大学とは、本学図書館に石巻出身で明治法律学校卒の
弁護士布施辰治関係資料が所蔵されることから、1990年代に元本学図書館
職員の中村正也さんを通じて交流が始まり、その後、法学部と大学史資料セ
ンターが関係を深めていた。特に同センター人権派弁護士研究会（座長・山
泉進法学部教授）では、2007年から毎夏、文化センター所蔵の 5千点に及
ぶ布施資料の調査を続けている。それだけに同資料の安否が心配であった。
米澤さんにレスキュー事業への協力の方途を尋ねたところ、東北大学に
本拠を置く NPO法人宮城歴史資料保全ネットワーク（以下、宮城資料ネッ
ト）2を教示いただいた。その後、代表の平川新教授に連絡をとってもらうこ
とができ、個人会員として入会した。
2011年 7月―宮城県石巻市立図書館、石巻文化センター、 
宮城県図書館、福島県立図書館
緊急討議以降、文化センターの状況は宮城資料ネットや、文化センター
を担当する石巻市教育委員会歴史文化資料展示施設対策室芸術文化グルー
プの佐々木淳さんと連絡を密にしていた中村さんから情報を得ていた。
高台にあって難を逃れた市立図書館に仮住まいする前述の対策室を訪ね
2 http://www.miyagi-shiryounet.org/
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た。アポなしであったが、運よく佐々木さんに面会することができた。布
施資料と歴史資料や国指定重要文化財の地元遺跡出土品を含む数万点の毛
利コレクションは1階に置かれていたが、収蔵庫が機能し、停電で湿気を吸っ
た他はほぼ無傷で、文化財レスキューの手で多賀城市の東北歴史博物館に
移管された。だが、同じ 1階資料室の郷土資料や発掘報告書など 1万 5千
册と事務室は壊滅し、学芸員 1名が行方不明になっている。佐々木さんら
は避難所運営プロジェクトに動員され、文化財レスキューにはほとんど当
たれずにいた。市立図書館 2階閲覧室は避難所となり、段ボールで仕切ら
れた空間に、大勢の老人たちが横になっていた。
道なき道をタクシーで迂回しながら文化センターに向かった。周辺に蝟
集していた住宅は跡形もなく、隣接する市立病院と2棟が、まさに廃墟となっ
て立っていた。防犯の囲いもなく、自由に出入りができた。事務機器、書類、
図書、外から流入した瓦礫と土砂が混然とする中で、茫然と立ちすくむし
かなかった。外の瓦礫の山にはハエが群がり、異臭を放っていた。
市内に宿泊できず、仙台に戻り、翌日宮城県図書館を訪ね、その後に設
けられた震災文庫担当となる奉仕部の田中亮さんに話を伺った。建物の被
害は小さかったが、100万冊余の蔵書の全てが書架から落下、やっとの思い
で戻したところ、4月 8日の余震で再度半分が落下した。書架には応急の落
下防止テープが張り巡らされていた。そのような中で、いち早く「東日本
大震災関係関連情報」サイトを立ち上げ、被災状況を集約すると共に、同
館及び県内公共図書館の被災の様子を伝えるパネルを掲示するなど、県内
公共図書館の情報基地の役割を果たしていた。田中さんには震災文庫の概
要をまとめていただいた3。収集資料はデジタル化され、「東日本大震災アー
カイブ宮城―未来へ伝える記憶と記録―」として公開されている。情報サ
イト共々、同館ホームページ4でみて欲しい。
福島県立図書館では地域資料チーム課長の丹野律子さんに状況を伺った。
開架エリアは天井の一部が落下し利用できないが、一部だけでもと 7月 15
日に児童室、雑誌・新聞コーナーだけで再開していた。開架図書は職員が
カウンターに用意したヘルメットを着用して出納する。ロビーでは、励ま
3 宮城県図書館「東日本大震災文庫」について（「日本古書通信」 77(6)　p2-4　2012.6）
4 http://www.library.pref.miyagi.jp/
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し合って乗り越えようと、「メッセージ展」が開催されていた。
外には広々とした芝生の庭。だが、そこに立てられた放射線量を記し注
意喚起する看板をみた時には、この図書館の二重の苦悩を思わずにはいら
れなかった。
宮城、福島両県立図書館で期せずして言われたことは、「地震発生時、職
員は真っ先に利用者の安全確保に努めた」であった。どの図書館においても、
職員が困難な状況の中で、モチベーション高く働いている姿に頭が下がった。
2012年 3月―石巻文化センター
宮城資料ネットで再三レスキューボランティアの呼びかけがあり、意を
決して出かけた。
文化センターに入ると、海水に滲
みて黒カビの付着した資料室の蔵書
が、土砂や近くの製紙工場から流出
したパルプと混じって積み上げられ
ていた（写真 1）。状態と内容から救
済する資料を選り分け、ブラシ等で
簡易クリーニング（写真 2）、データ
入力、廃棄資料の片付けを行った。
電気、水道、トイレすら使えない
中、防寒具を厚く着込こみ、有毒の
黒カビ（スタキボトリス属）対策に
国家検定の DS2防塵マスクと手術
用ゴム手袋の着用するという物々し
い出で立ちで臨んだ。
作業は市学芸員木暮亮さんと宮城
資料ネット事務局長の佐藤大介さん
の下で進められたが、事前に送付さ
れた文書を読み、各自が自立した行
動をとることが求められた。参加者は遠く佐賀をはじめ 27名で、学生、院生、
写真1　本と泥
写真2　クリーニング
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教員など年齢も様々であった。私が最高齢者であったかも知れない。若い
人たちが黙々と働く姿に感銘を受けた。休憩時間には皆で立ったまま、小
暮さんを囲み話を伺った。「読みたいと来る人がいるのです。1冊でも救い
たい」、その熱い心に応えなければならないと思った。
なおこれらのことは、別途発表 5しているので合わせて読んでいただけれ
ば幸いである。
2012年 6月―宮城県亘理町立図書館、福島県立図書館
月刊雑誌「日本古書通信」（日本古書通信社）に、同誌編集部の折付桂子
さんが震災直後から単身バイクを飛ばして福島県内の古書店を回り、状況
をつぶさに綴った迫真のルポルタージュが 6断続的に掲載されている。この
記事に触発され、旧友の元東京経済大学図書館副館長で現日野春アルプ美
術館長の鈴木伸介さんと出かけた。
仙台からの常磐線は亘理で打切り。バスに乗り換えて福島県相馬へ。人
気の少ない街を歩いて訪ねた古書店は閉店していた。南相馬までと思った
が時間がなく、亘理に戻って、駅に隣接する町立図書館 7に寄った。亘理は
農地の 6割以上が浸水する大被害を受けている。複合施設の中の小さな図
書館であったが、地域資料を集めた震災コーナーが設けられていた。
福島県立図書館は、開架エリアの修復が終わり、「東日本大震災福島復興
ライブラリー」が設置されていた。その一角に、役場移転を余儀なくされ
ている市町村の歴史展示コーナーがあった。前回同様に、震災に加え、原
発被害の深い爪痕を感じないわけにはいかなかった。同ライブラリーにつ
いて、丹野さんにもまとめていただいた8。福島では、元福島県立図書館の菅
野俊之さんに一方ならぬお世話になった。
5 中村正也・飯澤文夫「布施辰治資料（石巻文化センター所蔵）の現状」（「大学史紀要」 
21　明治大学史資料センター　2016.3）
6 「東日本大震災と古書店―被災地　福島県を訪ねて―」（2011.5）、「震災後 1年レポート　
福島 •宮城の古書業界（上、下）」（2012.5-6）ほか、毎年 5月号は震災復興特集
7 萱場健之「宮城県亘理町立図書館の古書整理」（「日本古書通信」77（6）p4-5 2012.6）
8 資料で伝える震災・原発・復興 福島県立図書館「東日本大震災福島県復興ライブラリー」
（「日本古書通信」 77(9)　p16-17  2012.9）
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2013年 8月―岩手県立図書館、岩手大学附属図書館
岩手県立図書館は都道府県立図
書館館として初めて指定管理者制
度を導入した。その総括責任者の
菊池敏雄さんは本学文学部の卒業
生である。コンシェルジュ安倍和
恵さんに「震災関連コーナー」を
案内してもらった。
設置趣旨に「被害状況・救援活動・
復興などに関する貴重な資料を後
世に引き継ぐために収集・保存す
るとともに、その資料を閲覧等に
供することで、災害復興や防災対
策（研究）にも役立てていただけ
るよう設置するものです」9と謳わ
れている。これは、宮城・福島県
立図書館など東日本大震災アーカ
イブネットワークを構成する他館
も同様である。ビラ1枚まで丁寧にファイリングされているのには感心した。
現在はポータルサイトも開設されている。
資料収集・保管の意義は未来のためにある。次代を築く拠点としての図
書館の存在感を社会に示していかなければならないと強く感じた。
岩手大学附属図書館には、布施辰治が関係した小繋事件を研究される同
大名誉教授早坂啓造先生のお話しを伺うために 2度訪ねた。時間の関係で
震災関係の資料や展示を見ることはできなかったが、「岩手県の自然災害と
東日本大震災に関する資料リポジトリ」10は充実している。
9 https://www.library.pref.iwate.jp/0311jisin/shinsailib/index.html
10 http://rndd.iwate-u.ac.jp/
詳しくは「震災記録を図書館に」ウェブサイト  http://www.library.tohoku.ac.jp/shinsaikiroku/　【問合せ先】 東北大学附属図書館  TEL.022-795-5925  E-mail：kikaku@library.tohoku.ac.jp
震災記録を
図書館に
図書館は震災記録を収集しています。
図書館は震災記録を永久に保存します。
図書館は震災記録を公開し後世に伝えます。
皆さまがお持ちの震災記録を、
ぜひ図書館にお届けください。
賛同・協力
みちのく震録伝、saveMLAK、国立国会図書館、図書館振興財団、
日本図書館協会、日本古書籍商協会、図書館総合展運営委員会
呼びかけ
岩手県立図書館、宮城県図書館、福島県立図書館、
仙台市民図書館、岩手大学情報メディアセンター図書館、
東北大学附属図書館、福島大学附属図書館、神戸大学附属図書館
デザイン制作 ： アルファ デザイン （小野寺志保 ・ 佐藤理樹）　〒231-0012 横浜市中区相生町3-61 泰生ビル2階 さくらWORKS＜関内＞　E-mail ： alpha@trad.ocn.ne.jp　　写真提供 ： 岩手県立図書館
震災記録とは
次のような
ものです。
●調査報告書、復旧・復興計画書など
●フリーペーパー、ミニコミ誌、チラシなど
●イベント・セミナ ・ー相談会等のチラシや資料など
●各種活動記録（ボランティア記録、避難所だよりなど）
●学校だより、会報、広報誌など
●個人・団体が作成した文集・体験記・手記など
写真3　図書館共同キャンペーンポスター
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2014年 9月―福島県富岡町図書館
明治大学の元同僚中村隆、中田義三さんと、いわき市、広野町、全町避
難となっている楢葉町と富岡町を車で回った。これも、前述の折付さんから、
国道 6号線（陸前浜街道）を北上すると「空気が変わって行くのが分かる」
と言われたことがきっかけである。東電第一原発事故以降未だに時間が止
まっていることを肌で感じ、衝撃を受けた。
国道 6号線は東電第一原発のある大熊町との境の富岡町夜の森で交通止
めになっていた。そこで警察官に不審尋問され、不愉快な思いで Uターン
し、町役場などのある高台に登ってみた。一帯に原子力発電施設等立地地
域における長期発展対策交付金で建てられた瀟洒な施設が並んでいた。そ
の 1棟である文化交流センター学びの森に図書館は併設されていた。建物
は閉ざされ、詳細を知ることはできないが、備品納入業者日本ファイリン
グのホームページ11に、「館内は図書館先進国である北欧の図書館をイメー
ジした白い壁、白い天井、調整された直接光と間接照明の併用による柔ら
かな照明などで明るく開放的です。」などとあり、シンボリックな建物とし
て、町民で賑わっていたであろうことが想像される。約 10万冊の蔵書と共
に打ち棄てられている姿は痛ましい限りであった。
なおその後、富岡町、双葉町、大熊町の各歴史民俗博物館から、県内外
の博物館や大学関係者が防護服を着用し、放射線を計りながら 46日かけて
2,900箱分もの資料を搬出したことが報じられた。平川新教授の、震災を経
て地域との向かい合い方が変わり、史料救出の成果をどうやって地域に還
元するか考えるようになった12との言葉は胸に響いた。
2015年 8月―石巻文化センター、みんなのとしょかん石巻
センター館
布施資料とレスキューされた資料のその後を知りたくて、中村正也さん
11 https://www.nipponfiling.co.jp/case/library/case2_5.html
12 福島原発 20㌔内から救出　被災文化財　復興の光に　防護服を着て 2900箱運ぶ　県立
博物館でも展示（「朝日新聞」2014年 10月 27日　夕刊）
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と訪ねた。布施資料は東北歴史博物館から戻ってきているとのことで、そ
の保管場所である旧湊第二小学校を改修した「被災文化財等仮収蔵施設」
に教育委員会生涯学習課課長補佐の中野裕平さんに案内いただいた。ただ、
レスキューした郷土資料の状況は分からなかった。この詳細も前掲「大学
史紀要」21の報告を見ていただきたい。
駅近くの狭い路地の一画に、小さな商店という感じのたたずまいの「みん
なのとしょかん石巻センター館」があった。サポーターを募って、図書館を
通じて地域コミュニティを育成することを目的に、宮城、岩手、福島で展開
する民間プロジェクトで、ここには震災後すぐに設置したのだという。
2015年 12月－常総市立図書館、茨城県立図書館
2015年 9月 10日午後、テレビに映し出される、鬼怒川堤防を決壊させ、
あるいは越水した怒涛の流れが民家を押し流し、田畑をのみ込んで行く様
子は、さながら東日本大震災の津波のリプレイを見ているようであった13。
常総市立図書館は鬼怒川の決壊地から 9 km余、越水地からは 13 km近
くも離れている。それにもかかわらず床上浸水し、全蔵書（書籍・CDなど）
15万点のうち 3万点が泥水を被った。それは、1 kmほど北を流れ、鬼怒川
に注ぐ新八間川が水門から逆流し、市街地に溢れたからだ。
この時、8人の同館職員は避難場所の開設に動員されていた。図書館が心
配であったが、市内は冠水して戻れなかった。2日後、惨状を目にした髙山
京子館長は、「1冊でも避難させることができたのではと思うと、本に申し
訳ない気持ちでいっぱいになりました。床に落ちた本を 1冊拾うにも、悔
しくて悔しくて…」14と語っている。
被害にあった 3万冊は、電気の通じた 15日から 4日間で除籍作業を行い、
処分された。処分を急いだのは、泥に混じった細菌が繁殖し、他の本に二
次被害を及ぼすことを怖れたからだ。その後、職員とボランティアで館内
清掃を行った。
13 「広報常総」118　関東・東北豪雨の足跡（常総市、2015.11）
14 産経ニュース　2015.9.23 18:05    
http://www.sankei.com/affairs/news/150923/afr1509230014-nl.html
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被害を受けた蔵書の中には、今では購入不可能な郷土資料が多く含まれ
ている。それに対して市民から提供の申し出が続いているという。地元ロー
タリークラブから図書購入資金として 2千万円の寄付もあった。
同館の新堀さんによれば、現在は残した全ての本の除菌を行っており、3
月には、隣接する駐車場に建設中のプレハブ建屋に 3万冊を移して仮オー
プンさせ15、その間に、本館の床と壁などを修復する予定とのことだが、ま
だ全面再開の目途は立っていない。
図書館の敷地内に、大正 2年建設の木造平屋（外観は 2階建風）和洋折
衷構造の美しい建物が建てられている。旧町役場で、鬼怒川と小貝川にち
なんで「二水会館」と名付けられ、国の登録文化財になっている。町に繁
栄をもたらせた川が牙をむいたことに、自然との付き合い方を考えさせら
れた。
図書館からそう遠くない市街地にある常総市役所も浸水し、保管されて
いた元禄 15年（1702）の検地帳を含む近世文書や近代の旧町村役場引継文
書など、2万 5千点が水損被害を受けた。茨城史料ネットの呼びかけで多く
のボランティアが参集し、レスキューが行われている。宮城資料ネットを
通じて、白井哲哉さんを連絡先とする茨城史料ネットからの支援要請が再
三送られてきているのだが参加できず、心苦しい限りである。
水戸市にある県立図書館は、東日本大震災後、県立図書館としては最も
再開が遅れ、凡そ半年かかった。情報資料課主査の永作京子さんに伺った
ところでは、同館は県議会議事堂を改修した建物で、天井パネルの剥落、
蔵書 61万冊の半数の落下、修理を要する図書も千冊を超えたという。利用
者は無事に誘導したが、警備員 1名が脳挫傷の重傷を負った。
日本図書館協会東日本大震災対策委員会は、被災各地で図書修理研修16を
実施しているが、同館において、この研修を受講した修理ボランティアの
働きが大きかった。
15 常総市立図書館の現況についてお知らせします。（平成 27年 12月 16日現在）　茨城県立
図書館ホームページ　http://www.lib.pref.ibaraki.jp/information/news/2015/20151011.html
16 日本図書館協会　被災地支援レポート 2（2011.9～ 2011.12）　http://www.jla.or.jp/home/
earthquake/tabid/366/Default.aspx#suzuki
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おわりに―女川つながる図書館
岩手県三陸海岸を歩いてみたいと思いながら果たせずにいる。また、宮
城県女川には 2度足を運びながら、図書館に寄ることができなかったこと
が心残りである。
女川の蔵書 4万冊の小さな町図書室は全壊し、蔵書も全て流出した。同
町出身で福島大学名誉教授の今野順夫さんの呼びかけで有志プロジェクト
が立ち上げられ、全国から寄せられた本と資金で、震災から 1年後の 2012
年 3月 22日、勤労青少年センター 2階に「女川つながる図書館」としてオー
プンした。館名も素敵だ。今野さんが図書館とは社会にとってどのような
存在であるのか、優しく語っている17。
防災や新たな住宅の建て直しはもちろん重要です。しかし、衣食住
に劣らず必要なのは、心の建て直しです。絵本館、学校の図書室、町
民の読書に対する支援、心の支援が必要です。建物も見通し無かった
のですが、幼児・児童・生徒を含む町民に読書の喜びを届けたい。夢
見たいな話ですが、女川町に図書館を作りたい。絵本館も、学校図書も、
大人の本も、そして震災の記録も備えたい。子どもと、お父さんやお
母さんも、お爺さんやお祖母さんも、青年も一緒に利用できる図書館
を作りたい。なかなか町中心街まで来れない、離半島部に住む皆さん
にも、注文も受けながら移動図書館で届けたい。そのような思いで女
川町教育委員会生涯学習課とともに女川つながる図書館の復興に取り
組んできました。
そして、多くの人の支援により完成した「女川つながる図書館」で
は、小学生や小さな子どもを連れたお母さんたちが多く利用していま
す。まだ規模は小さいのですが、ここでは、ゆったりした時間と心地
よい空間が共有しています。
大震災の年の秋だったと思うが、パシフィコ横浜で開催された「図書館
17 被災地の「女川つながる図書館」を大好きな本でいっぱいにしよう https://readyfor.jp/
projects/tsunagaru_library 
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総合展」で、saveMLAKの缶バッチを求
めた。出歩く際には必ず鞄に着けていたが、
誰一人注目してくれる人はいなかった。そ
れが 2年ほど前、明治大学図書館総務事務
室を訪ねた折りに山﨑京子さんから初めて
声をかけられた。事務室のミーティングで
恒常的に災害と図書館について話し合われ
ており、saveMLAKのことも話題になっ
ているのだという。それが今回の特集にも
つながった。嬉しいことである。
写真4　saveMLAKバッチ
